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研究成果の概要（和文）：富山県小竹貝塚ならびに長崎県岩下洞穴から発掘された、100個体以上の縄文時代早・前期
人について、修復・保存処理を施した後、年齢・性別・身長・病気といった個人属性の推定や、写真撮影、ＣＴ撮影、
計測を行い、記載をおこなった。また、これらの人骨を用いて、形態比較分析、ミトコンドリアＤＮＡ分析、年代推定
ならびに食性分析を実施し、縄文時代早前期人の身体的特徴と遺伝的多様性、ならびに採食戦略を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Over 100 individuals of the human skeletal remains belonging to the Initial and 
Early Jomon period were unearthed from the Odake shell mound site in the Hokuriku area and the Iwashita 
cave site in the Kyusyu area. After cleaning and preservation treatment, the estimated personal data 
(age-at-death, sex, stature, and pathological conditions), photography, CT scanning, and osteometrics 
data were recorded for each individual. Further researches as the comparative morphological analysis, the 
mitochondrial DNA analysis, and the stable isotope and heavey metal analyses were carried out, which 
revealed that the physical and genetic features and their dietary strategies of the Initial and Early 
Jomon period.

研究分野： 自然人類学
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１．研究開始当初の背景 
（１）縄文時代人の実像は、遺跡から発掘さ
れる人骨の調査から明らかになっている点
が多い。ただ、これまで縄文時代人骨の大部
分が後晩期に属するものであり、早期や前期
に属する人骨は極めて少ない。 
（２）小片保（1973）は、縄文時代早前期の
人骨の計測値を集計し、そこから縄文時代早
前期人は中後晩期人に比べて頭蓋・四肢骨と
もに華奢である、といった特徴を発表した。
ただ、小片の利用した資料は早期人と前期人
を合計して 20 個体前後でしかない。 
 また、縄文時代早前期人を資料として用い
たＤＮＡ分析は当時成功しておらず、この時
期の日本列島人における遺伝的多様性に関
しては未知の状態であった。 
 縄文時代早前期人骨の食性分析は非常に
限定的な数で行われていただけであり、縄文
時代を通じても、日本海側の食性に関しては
あまり理解されていなかった。 
（３）2010 年に富山市小竹貝塚から前期人
骨が少なくとも 71 個体も発見され、国立科
学博物館人類研究部で調査・分析が行なわれ
ることになった。一方、1964～1966 年に発
掘された長崎県岩下洞穴出土の早期人骨は、
20 数個体も確認されているにも関わらず、
現在まで専門的な分析や報告が成されてい
ない。この２遺跡から出土した大量の人骨を
調査することで、縄文時代早・前期人の実像
を、形態、ＤＮＡ、食性などの面から明らか
にできる。 
 
２．研究の目的 
（１）富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事
務所が発掘した約 70 個体の小竹貝塚出土人
骨、富山市教育委員会埋蔵文化財センターが
発掘した約 3 個体の小竹貝塚出土人骨、そし
て、長崎県岩下洞穴から出土した約 20 数個
体の人骨資料を、クリーニングおよび修復作
業を行った後、これらの人骨標本の個人特性
を明らかにする。 
（２）これらの人骨資料から、放射性炭素年
代測定法を行い、帰属年代が正しいかどうか
を確認する。 
（３）人骨資料の形態や DNA に基づいて、
諸集団との類縁関係の検討を行う。 
（４）また、これらの資料の食性分析を行う
ことで、日本列島における縄文時代早前期人
の採食戦略や、日本海沿岸の縄文時代人の生
業も明らかにする。 
 
３．研究の方法 
（１）すべての人骨資料は、資料的な価値が
将来において損なわれることがないように
保存処理を行った後、保存部位の記載ならび
に詳細な写真撮影を行った。 
（２）特に保存状態の良い資料に関しては、

高解像度ＣＴ撮影も行った。 
（３）各々の人骨は、一定の基準に基づいて、
部位の同定、性別・年齢推定を行った上で、
古病理学的および法医学的な診断を行った。
また、マルチン方式に則って、可能な限り計
測を執り行った。 
（４）ミトコンドリアＤＮＡ分析を行うにあ
たり、約 50 個体の人骨資料から採取を試み
た。特に小竹貝塚人骨については、出土直後
に資料採取を行うことで、より確実で信頼性
の高いミトコンドリアＤＮＡ 配列を決定で
きた。 
（５）約 80 個体の人骨資料から、同位体分
析のための資料を採取し、分析を行った。 
 
４．研究成果 
（１）２遺跡の資料をカタログ化した結果、
共に当初報告されていたよりも多くの個体
が含まれていることが判明した。 
（２）頭骨の形態分析の結果、早期人とはや
や異なり、前期人は個体差がより大きく見ら
れる傾向にあった。早期人的な特徴を示す個
体も存在するが、東北地方の縄文時代中後晩
期人との東北地方人と似ている個体もあり、
様々な地域と交流していた可能性が示唆さ
れた。また、四肢骨は小片（1973）が指摘し
ているように、早前期人は全体的に華奢な傾
向があることが確認された。ただし、前期人
の中には非常に長い四肢骨を持つ個体も複
数していることが判明した。 

小竹貝塚出土頭骨の形態 
 
（２）DNA 分析の結果では、縄文時代前期
には中後晩期を特徴づける遺伝型が認めら
れ、前期人から中期人にかけての遺伝的連続
性が証明された。また、北方系ハプログルー
プ N9b と、南方系のハプログループ M9a が
混在していることから、他地域との交流があ
り、従来の縄文時代人「南方起源説」が成り
立たないことが明らかとなった。 
 



小竹貝塚出土人骨のハプログループ頻度 
 
（３）年代測定の結果では、総じて想定され
て時期と大きく異なる傾向は認められなか
った。また、食性分析では早期から前期にか
けて、陸上生態系と海洋生態系を組み合わせ
た生業活動を行っていたが、同じ地域でも時
期によって摂取していた食糧の変化が見ら
れ、個体差も認められた。 

小竹貝塚出土人骨の食性分析 
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